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参
考
①

十
月
三
一
日
の
資
本
論
を
読
む
会
で
、
第
九
節
工
場
立
法
で
、
田
久
保

会
員
よ
り
重
要
な
指
摘
の
あ
っ
た
箇
所
で
す
。
ペ
ー
ジ
五
〇
六
・
七
行
目~

五
〇
七

ペ
ー
ジ
・
七
行
目
。
簡
単
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
な
箇
所
で
す
が
、
指
摘
さ
れ

る
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
の
労
働
の
本
質
的
な
違
い
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
で

す
。

機
械
装
置
や
化
学
的
手
続
き
や
そ
の
他
の
方
法
を
も
っ
て
、
近
代
工
業
は
た
え

ず
、
生
産
の
技
術
的
基
礎
と
と
も
に
労
働
者
の
機
能
と
労
働
過
経
の
社
会
的
結
合

を
変
革
す
る
。
ま
た
か
く
し
て
た
え
ず
社
会
内
の
分
業
を
変
革
し
、
た
え
ず
大
量
の

資
本
と
大
量
の
労
働
著
と
を
、
一
生
産
部
門
か
ら
他
の
生
産
部
門
に
投
げ
出
す
。
し

た
が
っ
て
大
工
業
の
性
質
は
、
労
働
の
転
換
、
機
能
の
流
動
、
労
働
者
の
全
面
的
可

動
性
を
必
至
の
も
の
と
す
る
。
ま
た
他
面
で
は
、
そ
の
資
本
主
義
的
形
態
に
お
い
て
、

旧
来
の
分
業
を
、
そ
の
骨
化
し
た
個
別
性
と
と
も
に
再
生
産
す
る
。
い
か
に
こ
の
絶

対
的
矛
盾
が
、
労
働
者
の
生
活
状
態
の
一
切
の
安
静
、
固
定
、
確
実
さ
を
廃
棄
し
、

彼
の
手
か
ら
、
労
働
手
段
と
と
も
に
た
え
ず
生
活
手
段
を
奪
お
う
と
し
ヽ
彼
の
部
分

機
能
と
と
も
に
彼
自
身
を
無
用
化
し
よ
う
Ｌ
す
る
か
、
い
か
に
こ
の
矛
盾
が
、
労
働

者
階
級
の
不
断
の
犠
牲
と
労
働
力
の
無
際
限
の
濫
費
と
社
会
的
無
政
府
の
荒
廃
と

を
も
っ
て
荒
れ
狂
う
か
、
そ
れ
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
消
極
的
な

面
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
ま
や
労
働
の
転
換
が
圧
倒
的
な
自
然
法
則
と
し
て
の
み
、
ま
た
到
る

と
こ
ろ
で
障
害
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
自
然
法
則
の
盲
目
的
な
破
壊
作
用
を
も
っ
て

の
み
．
実
現
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
大
工
業
は
、
そ
の
破
局
そ
の
も
の
を
通
じ
て
、

労
働
の
転
換
と
、
し
た
が
っ
て
、
労
働
着
の
能
う
か
ぎ
り
の
多
面
性
と
を
、
一
般
的
社

会
的
生
産
法
則
と
し
て
承
認
し
、
そ
の
正
常
な
実
現
に
諸
事
情
を
適
合
さ
せ
る
こ
と

を
、
生
死
の
問
題
と
す
る
。
大
工
業
は
、
種
々
に
変
化
す
る
資
本
の
搾
取
欲
の
た
め

に
予
備
と
し
て
保
有
さ
れ
利
用
し
う
る
窮
乏
し
た
労
働
者
人
口
と
い
う
奇
怪
事
に
、

変
化
す
る
労
働
諸
要
求
に
応
じ
う
る
人
間
の
絶
対
的
利
用
可
能
性
を
置
換
え
る
こ

と
を
、
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
社
会
的
細
部
機
能
の
担
い
手
た
る
に
す
ぎ
な
い
部
分
個

人
に
、
種
々
の
社
会
的
機
能
を
交
互
．
転
換
的
活
動
様
式
と
す
る
全
体
的
に
発
達
し

た
個
人
を
置
換
え
る
こ
と
を
、

一
つ
の
生
死
の
問
題
と
す
る
。

参
考
②

ペ
ー
ジ
四
九
八
・
六
行

第
三
巻
で
立
返
ろ
う
。

「
工
場
立
法
に
対
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
反
抗
」

第
三
巻
で
の
、
こ
こ
で
の
工
場
立
法
の
叙
述
に
該
当
す
る
記
述
は
、
別
紙
全
目
次

の
う
ち
、
第
三
巻
第
一
部

第
一
篇
第
五
章
の
不
変
資
本
の
充
用
に
お
け
る
節
約

ペ
ー
ジ
一
〇
六
、
九
行
目
以
降
で
あ
る
。

「
こ
の
節
約
は
、
資
本
家
用
語
で
は
、
建
物
の
節
約
と
言
わ
れ
る
、
狭
い
不
健
康

な
場
所
に
労
働
者
を
溢
れ
さ
せ
る
こ
と
、
同
じ
場
所
に
危
険
な
機
械
装
置
を
詰
め
込

ん
で
、
危
険
に
た
い
す
る
防
止
手
段
を
怠
る
こ
と
、
そ
の
性
質
上
健
康
に
有
害
で
あ

る
か
、
ま
た
は
鉱
山
に
お
け
る
よ
う
に
危
険
を
伴
う
生
産
過
程
に
お
い
て
保
安
策
を

怠
る
こ
と
、
等
々
に
及
ん
で
い
る
。」
以
下
略

第
二
節

労
働
者
を
犠
牲
と
し
て
な
さ
れ
る
労
働
諸
条
件
の
節
約

ペ
ー
ジ
一
一
〇
・
二
行
目

「
工
場
主
た
ち
は
、
当
時
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
工
場

立
法
に
た
い
す
る
反
抗
の
た
め
の
組
合
を
、
結
成
し
て
い
た
。」
以
下
略

参
考
③

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
常
態
」

一
八
九
二
年
ド
イ
ツ
語
版
へ
の
序
言
、
か
ら

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」
を
書
い
た
の
は
一

八
四
四
年
、
二
四
才
の
時
で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
に
始
ま
る
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革

命
は
、
一
九
世
紀
に
入
り
急
速
な
発
展
を
遂
げ
る
。
繊
維
工
業
か
ら
製
鉄
業
が
発
展

し
た
。
工
場
法
制
定
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

一
九
九
二
年
ド
イ
ツ
語
版
の
序
言
で
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
半
世
紀
を
経
た
中
で
、
同

書
の
書
か
れ
た
内
容
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
関
し
て
は
大
部
分
が
過
去
の
も
の
と
な
っ
て

い
る
が
、
仏
、
独
、
米
は
一
八
四
四
年
に
予
見
し
た
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
イ
ギ
リ
ス

工
業
上
の
独
占
を
打
ち
破
り
つ
つ
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

序
言
の
中
か
ら
、
工
場
法
が
一
般
化
し
て
い
く
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
に
つ
い
て
の

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
言
を
抽
出
し
て
み
る
。
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